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は し が き 
 

 

 

現在、日本の薬物事犯の検挙人員は依然として高止まりの状態にあり、特に最

近は若い世代に大麻の乱用が拡大し、薬物乱用の低年齢化が深刻な問題となって

います。 

 このような情勢の中で、東京都では、心身を蝕み、若者の輝く未来を奪い去っ

てしまう薬物乱用を防止するため、高校生が、薬物乱用を身近な問題としてとら

え、主体的に学習・行動する「薬物乱用防止高校生会議」を平成１１年度から実

施しています。 

 この会議は、高校生が薬物の害悪性を理解し、その誘惑を排除する能力を習得

するとともに、学習した内容を広く同世代の仲間に発信していくことを目的とし

ています。 

 令和２年度は、東京都立松原高等学校、東京都立芦花高等学校の２校から計 

１６名の生徒が参加しました。 

参加生徒は、最初に自分たちが学習したい内容を話し合い、校外学習として東

京都薬用植物園において規制植物の見分け方の実習を行ったり、講師をお招きし

て薬物取締りに携わる警視庁警察官からの講義を受講したりしました。 

 また、今年度の高校生会議は、新型コロナウイルス感染拡大により集合形式の

会議の開催が制限されるなか、オンライン会議方式によりグループディスカッ 

ションを行い、薬物乱用防止について参加生徒が活発な意見を交わして、互いに

知識と理解を深め合いました。 

さらに、参加生徒は、これらの会議を通じて学んだことを広く情報発信するた

め、同世代の若者に向けたメッセージとしてリーフレットの作成に取り組みまし

た。このリーフレットには、若者の間で乱用拡大が懸念されている大麻の危険性

や薬物の誘惑に負けない対処方法等が取り上げられています。薬物乱用が高校生

にとって身近な問題であることが強く訴えられており、「薬物乱用を防ぎたい」

という参加生徒の熱い思いが強く込められたものとなりました。 

リーフレットは、同世代に向けた薬物乱用防止メッセージとして、都内の高校

に通う第１学年の生徒に配布します。是非、学校や御家庭で御活用ください。 

 今年度の「薬物乱用防止高校生会議」の取組をまとめた報告書の発行に当たり、

生徒のひたむきな活動を改めて讃えるとともに、今後も薬物乱用防止啓発活動の

担い手として、より一層活躍されることを期待します。 

 終わりに、「薬物乱用防止高校生会議」の実施に際し、御指導、御協力をいた

だいた東京都立松原高等学校、東京都立芦花高等学校の先生方、教育庁指導部、

警視庁ほか関係者の方々に、深く感謝申し上げます。 

 

 

令和３年３月  

 

 

東京都福祉保健局健康安全部長 

高 橋 博 則 
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１  実  施  概  要 
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実施概要 

 

「令和２年度薬物乱用防止高校生会議実施要領」に基づき、次のとおり実施しました。 

 

１ 参加高校 

令和２年度は、下記都立高校２校の協力を得て実施しました。 

○東京都立松原高等学校 

○東京都立芦花高等学校 

※２校の選出に当たっては、教育庁指導部から推薦を受けました。 

 

２ 実施内容 

 実施時期 内  容 

第１回 

都立松原高等学校  

８月１９日（水曜日）

都立芦花高等学校 

８月２１日（金曜日）

・ 参加者自己紹介 

・ 薬物乱用防止高校生会議の概要説明 

・ 講義「最近の薬物乱用状況」「薬物事犯取締状況」 

（講師：東京都福祉保健局健康安全部薬務課職員） 

・ 会議で勉強してみたいテーマについて 

第２回 

都立松原高等学校  

８月１９日（水曜日）

都立芦花高等学校 

８月２１日（金曜日）

校外学習 

・講義「規制植物について」 

（講師：健康安全研究センター薬事環境科学部 

医薬品研究科職員） 

・実習「規制植物の見分け方」 

  園内見学 

第３回 １１月１０日（火曜日）

・ 参加者自己紹介 

・ リーフレット作成についての説明 

※ オンライン会議方式で実施 

第４回 １１月１９日（木曜日）

参加生徒によるディスカッション 

・ メッセージの検討 

・ 掲載内容の検討 

※ オンライン会議方式で実施 

第５回 １１月２４日（火曜日）

参加生徒によるディスカッション 

・ メッセージの検討 

・ 掲載内容の検討 

※ オンライン会議方式で実施 

第６回 

都立松原高等学校  

１２月２１日（月曜日）

都立芦花高等学校 

１２月２２日（火曜日）

・ 講義「薬物乱用防止講義」 

（講師：警視庁組織犯罪対策部 

組織犯罪対策第五課職員） 

第７回 
都立松原高等学校  

１月１４日（木曜日）

・ 講義「薬物依存症から回復するまでの体験談」 

（講師：ＮＰＯ法人日本ダルク職員） 



 

 

 

 

 

 

 

 

都立芦花高等学校 

１月１５日（金曜日）

※ 新型コロナウイルス感染症の影響のため、中止 
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令和２年度 薬物乱用防止高校生会議 実施要領 

 

１ 目的 

(1) 高校生自らが薬物乱用を身近な問題としてとらえ、薬物の害悪性を理解するとと

もに薬物の誘惑を排除できる能力を習得する機会を設ける。 

(2) 参加高校生が学習した内容を広く同世代の仲間に発信していくことによって、よ

り効果的な啓発活動を展開する。 

(3) 学校現場における薬物乱用防止に関する指導手法の構築を図る。 

 

２ 参加高校 

(1) 東京都立松原高等学校 

(2) 東京都立芦花高等学校 

  

３ 実施方法 

会議の具体的な実施方法については、各校の教員、教育庁指導部指導企画課指導主

事及び福祉保健局健康安全部薬務課で協議し決定する。 

事業全般を通じた指導は、参加高校の教員が行い、事務局は、必要に応じて資料の

提供、講師による講演会及び校外学習の手配等を行う。 

 

４ 会議の内容 

(1) 生徒の募集 

各参加高校から意欲的な生徒１０人程度を募集する。 

（2）開催方法 

     新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、オンライン会議方式でも実施する。 

(3) 会議のスケジュール 

年７回程度開催する。 

ア 第１回 

 (場所)参加高校会議室、放課後の教室等 

 (内容) 

・参加者の顔合わせと自己紹介、スケジュール説明 

 ・薬物に関する基礎知識の取得（講義等） 

 ・活動、課題設定 

イ 第２回 

 (場所)各関連施設 

 (内容) 

・薬物乱用防止対策の現状認識を深める校外学習、講義聴講 

ウ 第３回 

 (場所)参加高校会議室、放課後の教室等 

 (内容) 

・リーフレット作成の説明 
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 ・リーフレット等の内容検討、原稿準備 

 

エ 第４回 

 (場所)参加高校の会議室・放課後の教室等 

 (内容) 

・外部講師による講義 

オ 第５回 

  (場所)参加高校の会議室・放課後の教室等 

  (内容) 

・リーフレット等の内容検討、原稿準備 

カ 第６回 

 (場所)参加高校の会議室・放課後の教室等 

 (内容) 

・リーフレット等の内容検討、原稿準備 

  キ 第７回 

    （場所）参加高校の会議室・放課後の教室等 

    （内容） 

・参加者による感想、意見発表 

  ・まとめ 

なお、会議の回数や開催方法等については、新型コロナウイルスの感染拡大状況

等に応じて、柔軟に対応する。 

 

５ 成果物の活用 

(1) 学習した内容を同世代に発信していくためのリーフレット等を作成し、都内の高

等学校に通う第１学年の生徒に配布する。 

  なお、作成されたリーフレット等の著作物著作権（著作権法第２７条及び第２８

条の権利を含む。）は、東京都に帰属する。 

(2) 著作権が東京都に帰属することにより、リーフレット等記載の著作者人格権を行

使しない。 

(3) 本高校生会議で作成されたリーフレット等は、東京都の事業等（薬物乱用防止啓

発活動）に活用する。 

(4) リーフレット等について、他の自治体や薬物乱用防止活動を行う団体等から利用

申込みがあった場合、東京都の判断により利用を許可する。 

(5) 本事業の取組や活動状況の写真について福祉保健局のホームページに掲載する

等、広く都民に対し効果的に発信する。 

 

６ 事務局 

  教育庁指導部指導企画課    丹野 雄二  

                 田中 茂樹 

  福祉保健局健康安全部 

  薬務課麻薬対策担当      江口 大輔 

山田 道子  
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２  活  動  の  内  容 
 





第１回 薬物乱用防止高校生会議 

（１）都立松原高等学校 
日時：令和２年８月１９日（水曜日）午前１０時４０分から午後０時まで 

場所：東京都薬用植物園 

   

 

（２）都立芦花高等学校 
日時：令和２年８月２１日（金曜日）午前１０時４０分から午後０時まで 

場所：東京都薬用植物園 

                   

 
１ 開催（挨拶） 

・参加者自己紹介 
・薬物乱用防止高校生会議の概要について 
・活動内容について（リーフレット、報告書の作成） 

 ２ 講義「最近の薬物乱用状況」 講師：山田 道子（薬務課麻薬対策担当） 
 ３ 講義「薬物事犯取締状況」  講師：江口 大輔（薬務課麻薬対策担当） 
 ４ 今後の進め方について 

・会議で勉強してみたいテーマについて 
・その他（質問事項・連絡関係） 
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都立松原高等学校 

   

 
都立芦花高等学校 
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